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 台風の代表的な発達メカニズムとして , 
CISK (Charney and Eliassen, 1964) や 
WISHE (Emanuel et al., 1988) が提唱され
ているが, 依然として台風の強度予測には大
きな誤差が生じている (Rappaport et al., 
2009). その原因の一つとして, 台風外側領
域から台風内部コア領域へ流入する水蒸気
量の定量的評価の不確実性  (e.g., Braun, 
2006; Yang et al., 2011)が挙げられるかもし
れない. 例として, インド洋・南シナ海から
台風内部コア領域への水蒸気の流入(水蒸気
コンベアベルト: Moisture Conveyor Belt, 
MCB)が中緯度傾圧帯に侵入する台風の衰退
を遅らせている可能性があると示唆されて
いる (Kudo et al., 2014). またMCBの強化
及び弱化が台風の経路や強度に実質的な影
響を及ぼしていることも近年報告されてい














MCB に注目する. 対象とする台風は, 沖縄





気 象 モ デ ル , Cloud Resolving Storm 
Simulator (CReSS) (Tsuboki and 
Sakakibara, 2002; Tsuboki and Sakakibara, 
2007)を用いた . 計算領域は70° E − 160° E,
EQ − 42.5° N, 水平解像度は緯度 0.05° × 経度
0.05°である. 鉛直層数は 45 層で, 初期時刻
は Man-yi の発生時刻である 2007 年 7 月 9
日 00UTC とした. 初期値・境界値のデータ
には大気側に NCEP 提供の  Climate 
Forecast System Reanalysis, 海洋側には
NOAA 提供の Optimum Interpolation Sea 










に, Hegde et al. (2015)の手法を参考に, イ
ンド洋・南シナ海  ( 70°E − 105°E,  EQ −
22
26.0°N)の海面水温(SST)を変化させる. SST
の変動幅(∆T)は±2℃, ±3℃ に設定し, 4 つの
改変実験を行った. SSTの観測値(SSTori)に変
動分を加えたSSTmを改変実験の SST 初期値
として用い, SSTmは次の式で表される.  
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3. MCBを介した水蒸気輸送 
 図 1aは CNTLランにおける台風の成熟期








 図1bは海面潜熱フラックス, 925 hPa水平











心から 300km以内で, 潜熱加熱率が 5 K/hr 
を超える領域に空気塊を配置した. 高度は方
位角平均した潜熱加熱率が極大を示す高度
5500m とし, 計算間隔は 1 分である. 図 2a
は流跡線解析により得られたインド洋・南シ
ナ海起源の空気塊のうち代表的な経路を表




















ラックス(kg m−1 s−1), 等値
線は SLP (hPa)を示す. (b) 
(a)と同様である . ただし , 
陰影は海面潜熱フラックス 

















 図 3a は各改変実験の台風中心気圧の時系
列を全ての改変実験の平均値からの差で示
したものである. SST降温実験 (Cool Run：










の違いから, WR と CR で台風内部へ輸送さ
れる水蒸気量に差が生じていると考えられ




部へ流入する空気塊は CR の方が多く, その




















図 3. (a) 各改変実験の台風中心気圧
の時系列を示す. 黒が CNTL ラン, 
寒色系が CR, 暖色系が WR を示す. 
灰色で覆われた時刻は台風が上陸し
た時刻を示す. (b) WR3 におけるイ
ンド洋・南シナ海起源の空気塊の流
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